
声
声
憚
瀾
」

国
際
貢
献
大
学
校

連
携
協
定
を
締
結

　
吉
備
国
際
大
な
ど
を
運
営

す
る
高
梁
学
園
（
高
梁
市
伊

賀
町
）
と
公
設
国
際
貢
献
大

学
校
（
新
見
市
哲
多
町
田
淵
）

は
十
一
日
、
国
際
貢
献
・
協

力
の
分
野
で
講
座
の
合
同
開

催
や
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
を
進
め
る
連
携
協

力
協
定
を
締
結
し
た
。

　
本
年
度
、
同
大
に
国
際
協

力
を
テ
ー
マ
に
し
た
県
内
初

の
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科

　
（
通
信
制
修
士
課
程
）
が
発

足
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
国

内
外
の
被
災
・
紛
争
地
で
活

動
す
る
人
材
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
国
際
協
力
や
地
域

支
援
活
動
で
も
連
携
し
、
国

際
貢
献
先
進
県
岡
山
の
推
進

に
寄
与
す
る
。

　
調
印
式
は
岡
山
市
奉
還
町

の
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
学
園
の
加
計
美

也
子
理
事
長
や
大
学
校
運
営手

的
国際社会に貢献できる人材育成の推進に向け、

を取り合う（左から）石井知事、=加計理事長、

野理事長、菅波代表

岡山で調印式

機
構
の
的
野
秀
利
理
事
長
、

石
井
知
事
、
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー

プ
（
本
部
・
同
市
楢
津
）
の

苛
波
茂
代
表
が
出
席
。

　
加
計
理
事
長
は
「
連
携
を

契
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
た
学
生
交
流
、
共
同

研
究
な
ど
を
推
進
し
、
国

際
社
会
で
広
く
活
躍
す
る

人
材
を
輩
出
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
的
野
理
事
長

は
「
高
梁
学
園
の
学
生
は

授
業
に
加
え
、
大
学
校
側

の
事
業
で
実
習
で
き
、
″
尹

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
″
の
よ
う

な
形
式
が
と
れ
る
」
と
意

義
を
強
調
し
た
。

　
協
定
内
容
は
、
講
座
・
研

修
の
合
同
開
催
や
教
育
ス
タ

ッ
フ
の
相
互
派
遣
▽
大
学
校

へ
の
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
と
し
て
の
受
け
入
れ
▽

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
発
展

途
上
国
で
行
う
緊
急
救
援
事
・

業
な
ど
へ
の
学
生
派
遣
Ｉ
な
’

ど
を
想
定
。
近
く
連
携
推
察

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
事
業

内
容
を
具
体
化
す
る
。

　
　
　
　
　
（
長
安
亜
矢
子
）
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